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は
じ
め
に

皆
さ
ま
方
に
は
、
晴
れ
や
か
で
身
が
引

き
締
ま
り
、
鋭
気
み
な
ぎ
る
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
髙
山
佳
洋
先
生（
大
阪
府
八
尾

保
健
所
長
）か
ら
引
き
継
い
だ「
広
域
災
害

時
に
お
け
る
公
衆
衛
生
支
援
体
制

（
D
H
E
A
T
）の
普
及
お
よ
び
保
健
所
に

お
け
る
受
援
体
制
の
検
討
事
業
」の
研
究

活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す（
本
誌

２
０
１
７
年
10
月
号「
地
域
保
健
活
動
最

前
線
」参
照
）。
今
年
度（
3
年
目
）は
、
昨

年
度
に
作
成
さ
れ
た「
保
健
所
に
お
け
る

災
害
対
応
準
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
活
用

し
た
D
H
E
A
T（D

isaster H
ealth 

Em
ergency A

ssistance T
eam

）養

成
研
修
を
全
国
8
ブ
ロッ
ク
で
実
施
し
ま

し
た
。
事
業
の
目
的
は
、
全
国
ど
こ
で
災

害
が
起
こって
も
、
保
健
所
は
災
害
時
の

健
康
危
機
管
理
機
能
を
標
準
的
に
発
揮

の
た
め
、
行
政
機
能
が
果
た
せ
な
く
なった

現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
大
規

模
災
害
時
の
保
健
医
療
衛
生
活
動
を
調

整
す
る“
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
”が
再
認
識
さ

れ
、
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

D
H
E
A
T
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

熊
本
地
震
の
経
験
や
こ
れ
ま
で
の
保
健
所

長
会
、
衛
生
部
長
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー

ラ
ム
等
の
議
論
を
踏
ま
え
、
D
H
E
A
T

が
構
想
か
ら
制
度
へ
と
実
現
化
す
る
可
能

性
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

D
H
E
A
T
の
制
度
化

平
成
29
年
度
は
D
H
E
A
T
の
制
度

化
に
向
け
て
、
全
国
保
健
所
長
会
も
参

加
し
た
全
国
衛
生
部
長
会
標
準
化
委
員

会
で
検
討
さ
れ
、11
月
に
は「
D
H
E
A
T

活
動
要
領（
案
）」が
厚
生
労
働
省
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
全
国
衛
生
部
長
会
の

委
員
会
活
動
を
、
厚
生
労
働
省
科
学
研

究
費
補
助
金
に
よ
る
健
康
危
機
管
理
研

究
班（
班
長
／
木
脇
弘
二
先
生
：
熊
本

県
八
代
保
健
所
長
）が
懸
命
な
検
討
作
業

で
支
え
ま
し
た
。
正
に
衛
生
行
政
と
研
究

事
業
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
で
す
。
木
脇
班

の
研
究
推
進
の
た
め
の
ロ
ケ
ッ
ト
ス
タ
ー
ト

か
ら
1
年
た
ち
ま
す
が
、
こ
の
間
、
重
要

な
通
知
「
大
規
模
災
害
時
の
保
健
医
療

活
動
に
か
か
る
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
」

が
、
大
臣
官
房
厚
生
科
学
課
長
、
医
政

局
長
、
健
康
局
長
、
医
薬
・
生
活
衛
生
局

長
、
社
会
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
長

の
連
名
で
29
年
7
月
5
日
に
発
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、い
わ
ゆ
る「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
通
知
」と
称
さ
れ
、
都
道
府
県
あ
て
で

す
が
、
対
象
は
保
健
所（
政
令
指
定
都
市・

中
核
市
）を
含
む
、
大
規
模
災
害
時
の
本

部
機
能
等
の
強
化
の
し
く
み
の
た

め
の
も
の
で
す
。
I
C
S（Incident Co

m
m

and System

）の
基
本
と
な
る「
保

健
医
療
調
整
本
部
」が
、
保
健
医
療
活
動

の
総
合
調
整
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、「
被
災
都
道
府

県
以
外
の
都
道
府
県
等
に
対
し
、
災
害

で
き
る
よ
う
、
ま
た
地
域
特
性
を
考
慮
し

つつ
、
自
分
た
ち
で
研
修
や
訓
練
を
行
って

危
機
に
備
え
ら
れ
る
よ
う
、
公
衆
衛
生
や

地
域
保
健
の
推
進
力
を
地
元
で
醸
成
す

る
こ
と
で
す
。
研
修
事
業
は
、
保
健
所
長

や
行
政
医
師
対
象
の
保
健
所
連
携
推
進

会
議
と
連
携
し
、
公
衆
衛
生
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
発
掘
の
機
会
に
も
な
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
時
の

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
D
M
A
T

(D
isaster M

edical A
ssistance 

T
eam

)

や
D
P
A
T（D

isaster　

Psy
chiatric A

ssistance T
eam

）が
生
ま

れ
、
そ
の
後
、
中
越
や
柏
崎
、
中
越
沖
地

震
な
ど
を
経
て
被
災
地
で
の
支
援
保
健
師

チ
ー
ム
の
実
践
力
は
つい
て
き
ま
し
た
。
一

方
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
本
来

被
災
地
の
行
政
が
災
害
対
策
の
基
軸
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
甚
大
な
被
害

対
策
基
本
法（
昭
和
36
年
法
律
第
２
２
３

号
）等
に
基
づ
き
保
健
医
療
調
整
本
部
に

お
け
る
業
務
を
補
助
す
る
た
め
の
人
的

支
援
等
を
求
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」と
、

D
H
E
A
T
の
役
割
と
重
要
性
が
明
記

さ
れ
ま
し
た
。

D
H
E
A
T
養
成
研
修
の

内
容

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
演
習
を
中

心
に
、
全
国
８
ブ
ロック
で
実
施
し
た
研
修

は
29
年
12
月
に
そ
の
キ
ャ
ラ
バン
を
終
え
ま

な
ど
か
ら
推
薦
し
て
も
ら
っ
た
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
は
、
平
時
か
ら
の
延
長
線
上
で

災
害
時
に
も
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
公
衆

衛
生
活
動
を
発
揮
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
り

得
る
人
材
育
成
の
機
会
と
し
て
、
今
後
の

活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
D
H
E
A
T

養
成
研
修
後
、
同
じ
資
料
や
一
部
を
活
用

し
て
、
所
属
す
る
県
単
位
や
保
健
所
で
地

域
特
性
に
応
じ
た
研
修
や
訓
練
を
実
施

し
て
、地
域
力
の
向
上
につ
な
げ
て
い
ま
す
。

D
H
E
A
T
は

何
を
す
べ
き
か

D
H
E
A
T
の
役
割
は
、応
援
の
根
拠

で
あ
る「
災
害
対
策
基
本
法
」「
災
害
救
助

法
」を
踏
ま
え
、
本
部
機
能
を
補
完
す
る

よ
う
現
地
に
溶
け
込
み
、
現
地
の
指
揮
者

の
下
、
被
災
状
況
の
把
握
や
避
難
所
の
公

衆
衛
生
情
報
の
分
析
な
ど
か
ら
、
保
健
医

療
支
援
チ
ー
ム
の
調
整
な
ど
を
行
って
支

援
体
制
を
整
え
る
活
動
を
す
る
こ
と
で

す
。
保
健
衛
生
活
動
の
応
援
で
は
、マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
混
同
し
が
ち
な
の

で
、
D
H
E
A
T
と
通
常
の
保
健
師
派

遣
の
違
い
を
明
確
に
し
、
D
H
E
A
T
の

認
知
度
を
向
上
す
る
た
め
、
業
務
内
容
に

つい
て
専
門
職
の
み
な
ら
ず
、
自
治
体
の
総

務
や
人
事
担
当
部
門
で
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
事
業
で
は
成

果
物
と
し
て『
D
H
E
A
T
学
習
の
手
引

し
た
。
内
容
は
、
保
健
所
連
携
推
進
会

議
で
入
門
編
の
講
義（
池
田
和
功
先
生
：

和
歌
山
県
橋
本
保
健
所
長
）を
行
い
、
会

議
終
了
後
に
翌
日
の
D
H
E
A
T
養
成

研
修（
基
礎
編
）の
ファ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト（
図
）を
理
解
し
て

演
習
を
進
め
る
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
研

修
に
備
え
ま
し
た
。
基
礎
編
の
演
習
は
、

保
健
所
と
市
町
村
が
災
害
現
場
で
連
携

協
働
で
き
る
よ
う
、
発
災
直
後
の
初
動
か

ら
数
日
の
亜
急
性
期
の
保
健
衛
生
活
動

を
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
被
災
経
験
や
災
害
支
援
の
経

験
の
な
い
受
講
者
に
は
、
演
習
自
体
、
何

を
や
っ
た
ら
よ
い
の
か
戸
惑
う
こ
と
も
多

く
、
ま
ず
被
災
状
況
の
把
握
と
し
て
、

C
S
C
A（Com

m
and &

 Control, Sa
fety, Com

m
unication, A

ssessm
ent

）

の
対
応
や
ク
ロ
ノ
ロ
、
D
H
E
A
T
を
要

請
す
る
準
備
等
を
学
び
、
市
町
村
と
保

健
所
の
連
携
の
一つ
と
し
て
避
難
所
の
保

健
医
療
衛
生
情
報
の
収
集
や
分
析
な
ど
、

H
U
G（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）を
用
い
て

シ
ミュレ
ー
ション
を
行
い
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
養
成
の
進
捗

29
年
度
の
受
講
実
績
は
、
入
門
編
が

４
６
１
人
、
基
礎
編
が
６
１
８
人
で
し
た
。

こ
の
中
で
、
ブ
ロック
単
位
で
保
健
所
長
会

き（
仮
称
）』を
作
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
の
手
引
き
を
使
って
保
健
所
が
市

町
村
と
と
も
に
D
H
E
A
T
の
支
援
と

受
援
に
つい
て
、
理
解
し
て
い
く
こ
と
を
望

み
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
中
核
市
、

保
健
所
政
令
市
、
特
別
区
な
ど
保
健
所

の
設
置
主
体
は
異
な
って
も
、
平
常
時
か

ら
標
準
的
な
D
H
E
A
T
の
役
割
を
理

解
し
、
発
災
時
に
は
応
用
問
題
と
し
て
、

災
害
の
種
類
や
規
模
、
地
域
特
性
に
応
じ

て
、
行
政
は
保
健
医
療
調
整
機
能
を
発

揮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
規
模
災

害
時
の
応
援
を
想
定
す
る
だ
け
で
な
く
、

み
ず
か
ら
の
自
治
体
が
被
災
し
た
場
合
の

受
援
を
ど
の
よ
う
に
計
画
す
る
か
、
自
治

体
に
よって
は
ま
だ
温
度
差
が
あ
り
ま
す

の
で
、
研
修
を
通
し
て
こ
の
事
業
を
推
進

し
、
少
し
ず
つで
も
そ
の
差
を
埋
め
て
い
け

る
よ
う
に
と
願って
い
ま
す
。
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図　「保健所における災害対応準備ガイドライン」DHEAT養成研修

第１段階　ICS理解
　　指揮者 、部門の立ち上げ 、統合指揮等

第２段階　初動対応の確認
　　アクションカード 、クロノロ 、発災時の情報収集（被災状況）等

第３段階　市町村と保健活動で連携
　　災害時の役割分担 、災害の被害想定と関係機関の準備 、
　　DHEAT派遣調整 、受援準備

第４段階　避難所運営を学ぼう
　　避難所での保健所と市町村の役割分担 、
　　避難所運営の概観 、避難所情報分析方法

第５段階　医療機関連携と医療コーディネート
　　保健医療活動チームの調整（DMAT・JMAT・DPAT・JRAT等）

第６段階　DHEATを知り 、受援体制を整備
　　DHEATとは 、DHEAT研修の活用 、DHEAT受援体制の整備等
資料　災害対策基本法 、災害救助法 、マネージメント通知（7月5日付）など

ガイドライン
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国
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枚
方
市
保
健
所
長

白
井 

千
香

平
成
29
年
度　

広
域
災
害
時
に
お
け
る
公
衆
衛
生
支

援
体
制（
D
H
E
A
T
）の
普
及
お
よ
び
保
健
所
に
お

け
る
受
援
体
制
の
検
討
事
業

～
健
康
危
機
管
理
調
整
機
能
の
標
準
化
と
リ
ー
ダ
ー
養
成
～




